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論文審査の要旨

末期変形性足関節症に対する手術治療として、人工足関節置換術(TAA) がある。著者

らは特に術前の距骨の変形が重度である症例に対してカスタムメイドの人工距骨を作

成し、距骨インプラントとして用いた治療を行ってきた。本研究の目的は人工距骨を併

用した TAA(Combined T AA) の臨床成績を評価することで、あった。 2009 年以降に変形性

足関節症に対して手術治療を行い、 術後 3年以上経過観察が可能であった症例 で

Combined T AA群 10例 10 関節、通常の距骨インプラン トを用いた Standard TAA 群が12

例 12 関節を対象とした。術後平均観察期間は約5年。術前後の Japanese Society for surgery 

ofthe foot (JSSF スケ}ノレ)、 the Ank le Osteoarthritis Scale (AOS) と術後the Self-Administered 

Foot Evaluation Questionnaire(SAFE 開Q)を用いて評価した。その結果、Combined T AA群で

は術後 JSSF は有意に改善しており、 SAFE 四Qではすべての尺度でCombined T AA群が良

好な傾向にあった。術前の距骨の変形が重度であるよ うな症例に対して、距骨インプラ

ントとして人工距骨を併用した Combined T AAは良い臨床効果をもたらした。

公聴会では、擢患率、本研究で用いた統計処理方法、より長期成績の検討の必要性、

適応疾患の客観的評価法、既存治療との相違、両側例に対する対応などの質問が為され

たが、的確な考察のもとに適切に回答された。

以上より、本研究は博士(医学)の学位に値すると評価できる。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。
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